
●新・学校給食センターが完成しました
●アユミちゃんのなるほど講座～成年後見制度
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子
ど
も
た
ち
に
〝
お
い
し
い
〟
を
届
け
ま
す
！

新
・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
ま
し
た

　

施
設
の
老
朽
化
の
た
め
、
建
て

替
え
が
進
め
ら
れ
て
き
た
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
が
、
完
成
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
セ
ン
タ
ー
で
は
、
１
日

当
た
り
６
３
０
食
が
調
理
さ
れ
、

町
内
の
小
中
学
校
５
校
に
配
送
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
６
月
か
ら
は
新
た
に
、

足
寄
高
等
学
校
へ
の
給
食
提
供
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
希
望
す
る
生

徒
と
教
職
員
に
、
小
中
学
校
と
同

じ
メ
ニ
ュ
ー
の
給
食
が
提
供
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
衛
生
管
理
に
配
慮
▲

　

床
に
水
を
流
さ
ず
に
調
理
を
行

っ
た
り
、
水
が
飛
散
し
に
く
い
調

理
器
具
を
使
用
し
た
り
す
る
こ
と

で
、
常
に
床
が
乾
い
た
状
態
を
保

ち
、
雑
菌
の
繁
殖
を
防
ぐ
〝
ド
ラ

イ
シ
ス
テ
ム
〟
を
採
用
し
て
い
ま

す
。

▼
町

産

材

で

建

設
▲

　

〝
木
の
ま
ち
・
足
寄
〟
に
ふ
さ

わ
し
く
、
建
物
の
梁
や
柱
な
ど
の

構
造
材
に
、
町
内
産
カ
ラ
マ
ツ
材

が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼〝
食
器
〟
か
ら
食
育
を
▲

　

給
食
用
の
食
器
に
、
町
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
〝
ア
ユ
ミ

ち
ゃ
ん
〟
と
〝
螺
湾
ブ
キ
〟
を
プ

リ
ン
ト
。

　

子
ど
も
た
ち
に
、
食
へ
の
関
心

と
ふ
る
さ
と
へ
の
親
し
み
を
持
っ

て
ほ
し
い
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

《
施
設
概
要
》

●
構　
　

造

　
　

木
造
平
屋
建
て

●
延
床
面
積

　
　

９
１
３
・
６
４
㎡

●
工

事

費

　
　

７
億
２
１
２
２
万
４
千
円

�

（
厨
房
機
器
を
含
む
）

新
し
く
な
っ
て
コ
コ
が
す
ご
い
！

９

年

間

の

思

い

出

に

リ

ク

エ

ス

ト

給

食

　

１
月
か
ら
２
月
に
か
け
、
卒
業

記
念
リ
ク
エ
ス
ト
給
食
が
登
場
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
足
寄
中
学
校
３
年
生

を
対
象
に
行
っ
た
『
卒
業
前
に
食

べ
た
い
給
食
メ
ニ
ュ
ー
・
ア
ン
ケ

ー
ト
』
の
結
果
を
献
立
に
取
り
入

れ
た
も
の
で
す
。

　

リ
ク
エ
ス
ト
給
食
の
最
終
日
と

な
っ
た
２
月
24
日
に
は
、
パ
ン
部

門
で
１
位
に
輝
い
た
『
揚
げ
パ
ン
・

き
な
こ
』
が
登
場
。
生
徒
た
ち
に

と
っ
て
〝
楽
し
い
給
食
〟
の
思
い

出
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

学校給食センター見取り図

調

理

室

洗

浄

室

炊

飯

室

　

大
き
な
回
転
釜

４
台
で
、
煮
た
り
、

炒
め
た
り
な
ど
の

調
理
を
行
い
ま
す
。

肉
じ
ゃ
が
で
あ
れ

ば
、
１
台
の
釜
で

一
度
に
約
３
０
０

人
分
を
調
理
で
き

ま
す
。

　

回
収
さ
れ
た
食

器
や
食
缶
は
マ
ル

チ
洗
浄
機
に
セ
ッ

ト
さ
れ
、
強
力
な

洗
浄
水
に
よ
り
、

約
60
分
で
き
れ
い

に
洗
浄
さ
れ
ま
す
。

　

最
新
の
自
動
連

続
炊
飯
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
、
洗
米

か
ら
炊
飯
ま
で
を

自
動
で
行
い
、
お

い
し
い
ご
飯
が
炊

き
上
が
り
ま
す
。

学
校
給
食
調
理
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞
を
獲
得

　

１
月
16
日
に
札
幌
市
で
開

催
さ
れ
た
、
北
海
道
学
校
給

食
調
理
コ
ン
ク
ー
ル
（
北
海

道
教
育
委
員
会
ほ
か
主
催
）

に
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
チ

ー
ム
が
出
場
し
、
最
優
秀
賞

に
次
ぐ
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し

た
。
同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
学

校
給
食
の
献
立
の
充
実
や
調

理
技
術
の
向
上
を
目
的
に
開

催
さ
れ
て
お
り
、
２
回
目
と

な
る
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
和

食
と
学
校
給
食
」。
書
類
審
査
を
通
過
し
た
５
チ
ー
ム
が
、
普
段
学
校

給
食
で
提
供
さ
れ
て
い
る
献
立
を
調
理
し
、
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

今
回
出
場
し
た
の
は
、
栄
養
教
諭
の
古
田
莉
奈
さ
ん

（
26
歳
）
と
調
理

員
の
廣
田
裕
美
さ
ん

（
37
歳
）
の
二
人
。
螺
湾
ブ
キ
や
ニ
ン
ジ
ン
、
シ
イ

タ
ケ
な
ど
の
地
場
産
物
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て
、
ふ
き
ご
飯
や
け
ん
ち

ん
汁
な
ど
５
品
を
作
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
経
験
を
踏
ま
え
、
古
田
さ
ん

は
「
衛
生
管
理
の
徹
底
や
調
理
手

順
に
沿
っ
て
手
際
よ
く
作
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
場
産
物
を
多
く
取
り
入
れ
た
給
食
を
提
供
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
廣
田
さ
ん

は
「
足
寄
の
子
ど
も
た
ち
の
第
二
の
母
親
と
し
て
、

給
食
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
安
全
安
心
で
お
い
し
い
給
食
を
提
供

し
、
残
食
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
い
。
次
回
は
最
優
秀
賞
を
」
と
再
挑
戦
を

誓
い
ま
し
た
。

Topics!

詳細　学校給食センター　☎２５－２５７３



45

詳しくは、役場福祉課地域包括支援センター（☎２５－９２００）にご連絡ください。

知って納得！分かって安心！
町のマスコット「アユミちゃん」が、ちょっと難しい制度を分かりやすく教えます。

アユミちゃんの

なるほど講座

成年後見制度

登 場 人 物

足寄のマスコットキャラ

クター。足寄のことなら

何でも知っている『物知

り博士』の一面も。

アユミちゃん

一人暮らしだが、明るい

性格で、地域の人気者。

最近、物忘れが多くなっ

たのを気にしている。

ユメ

ユメの一人娘。今は道外

に住んでいるが、一人暮

らしの母をいつも気に掛

けている。

ミドリ

A

Q

Q 実際にあった事例を
二つ紹介するね

成年後見制度には
どんなものがあるの？

成年後見制度を利用した
事例を教えてくれる？

―― 法定後見制度 ――

すでに認知症や知的・精神障がいなどで、

判断能力が不十分な人に代わり

介護や福祉サービスなどの契約行為をしたり、

被害に遭った契約を取り消したりする制度です。

認知症の母が、必要のない高額な物を
購入したり、悪徳商法にだまされたり
してしまう…

■認知症の本人が、内容を理解しないまま

　契約してしまった場合、後見人として

　契約を取り消し、本人を法的に

　保護することができます。

Case1

一人暮らしだけど、これから認知症に
なったとき、お金の管理や介護サービ
ス等の契約が心配…

■元気なうちに、信頼できる人と

　任意後見契約を交わしておくことで、

　将来判断能力が不十分となったときに、

　その人に財産の管理やサービスの

　利用契約を任せることができます。

Case2

地域包括支援センターでは、成年後見制度についての相談をお受けしています！

成年後見制度を利用するには…

■成年後見制度を利用するときは、家庭裁判

所に申立て書類を提出します。

■申立てには収入印紙代・切手代の申立費用

が必要となります。

■成年後見人等が決定となった場合は、報酬

費用の負担が必要となる場合があります。

成年後見制度の利用が必要な方を支援します

●成年後見制度を利用しようかどうか迷って

いる方、申立て書類の書き方が分からない

方などの相談にも対応しています。

●助成を受けなければ成年後見制度を利用す

ることができないと認められる場合につい

ては、申立て費用等を助成できるときがあ

ります。お気軽にご相談ください。

A 法定後見制度と任意後見制度の
２種類があるよ

―― 任意後見制度 ――

判断能力が不十分となった場合に備えて

将来“自分を援助してくれる人”や

“援助してもらう内容”を

あらかじめ決めておく制度です。
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写真をご希望の方は広報広聴担当まで

7

まちかどまちかどまちかど

7

　足寄保育園どんぐりで１日開放が行われま

した。これは、入園前に保育園の様子を知っ

てもらおうと毎年行われているもので、入園

前の子どもと保護者18組が参加。子どもたち

は、こあら組（年少クラス）のお兄ちゃん・

お姉ちゃんと一緒に歌や踊り、リズム運動で

体を動かし、楽しい時間を過ごしました。

２.３ 石黒さ
んが優秀賞を受賞

２.４ 保育園って楽しいね！

　足寄保育園どんぐり（佐竹桃代園長）で節

分の豆まきが行われました。園児たちは金棒

を持って向かってくる鬼に懸命に豆を投げ、

鬼を追い払いました。福田真央ちゃん（５歳）

は「赤（鬼）が太鼓をたたいてて怖かった。

豆をぶつけてやっつけたけど、鬼は嫌い」と

泣きながら話していました。

　生涯学習講座「スマホ活用術」（全３回）

が町民センターで行われ、10人が参加。足寄

町パソコン研究会 (川村浩昭代表 )会員の指

導の下、スマートフォンの基本的な操作や使

用する際の注意点などを学びました。森寿子

さ
んは「電話やメールだけでなく、息抜きにも

使えるようになった」と笑顔を見せました。

２.３ 鬼は外！福は内！

　全道の農業青年が日頃の活動成果の発信等

を図る北海道青年農業者会議で、町上足寄の

石黒章裕さ
ん（写真右）が草地更新がもたらす

利点などを発表し、畜産経営部門で優秀賞を

受賞しました。受賞の報告に役場を訪れた石

黒さ
んは「これを期に草地更新の重要性が全国

の酪農家に伝われば」と喜びを語りました。

１.31 冬の夜空を照らす

２.１ ほっとＨＯＴ感謝デー

１.18 みんなで楽しく！

２.３-５ スマホって便利

　道立青少年活動支援施設ネイパル足寄で「ほ

っとＨＯＴ感謝デー」が行われました。スノ

ーラフティングやジャンボすべり台などの冬

を楽しむ屋外活動のほか、館内ではストロー

ロケットや紙ブーメランといった工作体験や

木のブロックコーナーなども設けられ、子ど

もたちの笑顔と歓声があふれていました。

　足寄の冬の夜空を照らす「ウッドキャンド

ルナイト２０１５」があしょろ銀河ホール21

前広場で行われ、町内外から多くの人が訪れ

ました。会場には本町の森林資源であるカラ

マツの林地残材を活用したウッドキャンドル

や、アイスキャンドルなどが灯され、会場を

幻想的な雰囲気に包んでいました。

１.31 １位を目指して
　第59回町民スケート大会が里見が丘スケー

トリンクで開催され、幼児から一般まで約１

５０人が出場。森渉夢君（足寄小６年）が「日

頃の練習の成果を発揮し、力いっぱい滑りぬ

くことを誓います」と選手宣言した後、１０

０ｍから１５００ｍまでの23競技が行われ、

選手らは力強い滑りを見せていました。

　むかしのお正月あそび２０１５が町民セン

ターで開催されました。幼児や小学生ら約60

人が参加し、動物のペーパークラフトや昔の

お正月遊びをしながら、楽しく１日を過ごし

ました。市原心瑛ちゃん（足寄小１年）は「細

かいところが多くて切るのが難しかったけど、

上手にできた」と笑顔で話しました。
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募
集
し
ま
す

お

知

ら

せ

●
生
涯
学
習
館
開
館
時
間
の
変
更

　

４
月
１
日
か
ら
生
涯
学
習
館
（
旭
町
１
丁

目
）
の
開
館
時
間
と
休
館
日
を
次
の
通
り
変

更
し
ま
す
。

開
館
時
間

火
曜
日
か
ら
土
曜
日
、
祝
日

�

正
午
か
ら
午
後
10
時

日
曜
日�

正
午
か
ら
午
後
５
時

休

館

日

毎
週
月
曜
日
（
こ
の
日
が
祝
日
に
当
た
る
と

き
は
、
そ
の
翌
日
）

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
剣
道
場
の
廃
止

　

昭
和
54
年
に
開
設
以
来
、
35
年
間
に
わ
た

り
心
身
の
鍛
練
と
健
康
増
進
の
場
と
し
て
利

用
さ
れ
て
き
た
剣
道
場
（
南
６
条
２
丁
目
）

で
す
が
、
３
月
31
日
を
も
っ
て
閉
場
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
27
年
度
中
に
改
修
工
事
を
行

い
、
平
成
28
年
４
月
か
ら
は
新
し
い
学
童
保

育
所
と
児
童
館
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

●
ふ
る
さ
と
足
寄
１
０
０
年
塾

　

「
生
き
が
い
ス
ク
ー
ル
」
第
14
期
生
募
集

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
内
在
住
の
60
歳

以
上
の
方
を
対
象
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
や

学
習
活
動
を
行
う
、
ふ
る
さ
と
足
寄
１
０
０

年
塾
「
生
き
が
い
ス
ク
ー
ル
」
第
14
期
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

対　
　

象　

60
歳
以
上
の
方

　
　
　
　
　

（
町
内
在
住
で
通
学
可
能
な
方
）

定　
　

員　

30
人
（
多
数
の
場
合
は
選
考
）

期　
　

間　

学
習
期
間
は
２
年
間

　
　
　
　
　

（
原
則
と
し
て
毎
月
第
２
水
曜
日
）

場　
　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
他

内　
　

容　

①
健
康
づ
く
り
や
教
養
を
高
め

る
各
種
講
座

　
　
　
　
　

②
趣
味
を
広
げ
る
ク
ラ
ブ
活
動

　
　
　
　
　

③
十
勝
管
内
外
へ
の
移
動
教
室

や
修
学
旅
行　

な
ど

授

業

料　

無
料
（
教
材
費
は
実
費
負
担
）

申
し
込
み　

電
話
で
生
涯
学
習
室
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

締　
　

切　

４
月
17
日
㈮

詳　
　

細　

生
涯
学
習
室
☎
25

－

３
１
８
８

●
「
す
く
す
く
」
会
員

　

家
庭
で
子
育
て
に
奮
闘
さ
れ
て
い
る
お
母

さ
ん
、
お
父
さ
ん
。
育
児
や
し
つ
け
の
こ
と
、

子
ど
も
の
健
康
の
こ
と
な
ど
、
一
人
で
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
お
母
さ
ん
、
お
父

さ
ん
を
応
援
す
る
、
子
育
て
支
援
・
学
習
と

交
流
の
会
「
す
く
す
く
」
で
は
、
平
成
27
年

度
の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

会
で
は
、
５
月
か
ら
２
月
ま
で
の
毎
月
１

回
、
子
育
て
に
関
す
る
講
話
や
離
乳
食
の
調

理
実
習
、
参
加
者
同
士
に
よ
る
情
報
交
換
な

ど
を
開
催
し
ま
す
。
な
お
、
会
員
募
集
の
詳

細
は
、
子
育
て
支
援
情
報
紙
「
え
ん
ぜ
る
」

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
情
報
紙
「
え
ん
ぜ
る
」
編
集
員

　

子
育
て
支
援
情
報
紙
「
え
ん
ぜ
る
」
を
月

１
回
発
行
し
、
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
向
け

に
子
育
て
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
編
集
会
議
へ
の
参
加
や
原
稿
を
執
筆
し

て
い
た
だ
け
る
編
集
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
中
の
マ
マ
や
子
育
て
を
終
え
た
先
輩

マ
マ
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」
運
営
ス
タ
ッ
フ

　

子
育
て
支
援
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」
は
、

不
用
に
な
っ
た
子
ど
も
服
な
ど
の
提
供
や
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
の
貸
し
出
し
を
、
毎
月

１
回
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
前
日
準
備
と
当
日
運
営
を
手
伝
っ
て
く
れ

る
女
性
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

町
内
の
各
学
校
や
町
民
セ
ン
タ
ー
子
ど
も

図
書
室
な
ど
で
、
読
み
聞
か
せ
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
行
っ
て
い
る
、
絵
本
の
会
「
は
ら
っ

ぱ
」
と
「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」
で
は
、
読

み
聞
か
せ
に
興
味
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
男
女
問
わ
ず
興
味
の
あ
る
方
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
活
動
内
容
等
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
足
寄
町
青
年
協
議
会
会
員

　

町
青
年
協
議
会
（
門
野
亮
介
会
長
）
で
は
、

会
員
の
募
集
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
在
住
か
、
町
内
で
勤
務
し
て
い
る
青

年
（
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
）
で
あ
れ
ば
ど
な

た
で
も
会
員
に
な
れ
ま
す
。

　

み
ん
な
で
何
か
を
や
っ
て
み
た
い
方
、
本

音
で
語
り
合
う
仲
間
づ
く
り
を
し
た
い
方
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
が
あ
る
方
な
ど
は
、

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
た
く
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

現
会
員　

23
人
（
現
在
は
19
歳
か
ら
39
歳
ま

で
の
男
女
で
活
動
し
て
い
ま
す
。）

活　

動　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
な
ど
の
会
員
交
流

事
業
、
町
外
研
修
、
各
種
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
他
青
年
団
体
と
の

交
流
事
業　

な
ど

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員

　

町
内
に
は
、
野
球
・
サ
ッ
カ
ー
・
陸
上
・

水
泳
・
ス
ケ
ー
ト
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
各
競

技
の
少
年
団
と
、
螺
湾
・
大
誉
地
・
芽
登
の

各
地
域
少
年
団
を
合
わ
せ
て
、
９
団
体
の
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
が
あ
り
ま
す
。

　

各
少
年
団
と
も
体
験
入
団
等
も
可
能
で
す

の
で
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
加
入
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
総

合
体
育
館
に
置
い
て
い
ま
す
。

詳　

細　

総
合
体
育
館�

☎
25

－

３
１
９
１

●
町
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
展
作
品

　

町
民
セ
ン
タ
ー
の
ロ
ビ
ー
を
利
用
し
て
、

趣
味
な
ど
で
制
作
し
た
各
種
作
品
や
撮
影
し

た
写
真
な
ど
を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
個

人
、
団
体
問
わ
ず
作
品
を
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
の
で
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
度
主
な
ロ
ビ
ー
展

個
人　

写
真
展
、
植
物
細
密
画
展

団
体　

と
か
ち
野
草
工
房
押
し
花
展
、
旭
町

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
展

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

　

「
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
」
は
、
ス
ポ
ー
ツ

や
文
化
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
地
域
の
活
動
を

行
っ
て
い
る
５
人
以
上
の
団
体
が
加
入
で
き
、

活
動
中
や
行
き
帰
り
の
け
が
、
事
故
な
ど
に

対
応
し
て
い
ま
す
。
万
が
一
に
備
え
て
加
入

さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

同
保
険
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
申
込
用
紙
は
、

総
合
体
育
館
と
町
民
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
い

ま
す
。
な
お
、
複
数
の
団
体
に
加
入
し
て
い

る
人
は
、
団
体
ご
と
の
加
入
と
な
り
ま
す
の

で
、
申
し
込
み
種
目
以
外
で
け
が
を
さ
れ
た

場
合
は
、
保
険
適
用
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

詳　

細　

総
合
体
育
館�
☎
25

－

３
１
９
１
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硫
黄
鉱
山
の
展
示
会

　

雌
阿
寒
岳
に
は
か
つ
て
大
き
な
鉱
山
が
あ

り
ま
し
た
。
年
間
２
万
㌧
の
硫
黄
を
産
出
し

た
「
硫
黄
鉱
山
」
で
す
。
工
場
周
辺
に
は
、

街
が
形
成
さ
れ
従
業
員
の
子
ど
も
が
通
う
学

校
も
あ
り
ま
し
た
。

　

阿
寒
国
立
公
園
80
周
年
記
念
企
画
展
と
し

て
「
阿
寒
国
立
公
園
と
硫
黄
鉱
山
」
を
開
催

し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

４
月
11
日
㈯
～
５
月
17
日
㈰

会　

場　

足
寄
動
物
化
石
博
物
館

主　

催　

釧
路
市
立
博
物
館

共　

催　

足
寄
動
物
化
石
博
物
館　

ほ
か

※
講
演
会
や
現
地
観
察
会
も
計
画
中
で
す
。

詳　

細　

博
物
館

☎
25

－

９
１
０
０

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

　

今
回
で
38
回
目
を
迎
え
た
町
読
書
感
想
文

コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
町
内
の
児
童
・
生
徒
か

ら
５
１
２
点
の
応
募
が
あ
り
、
次
の
皆
さ
ん

が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

◎
小
学
１
年
生
の
部

最
優
秀
賞

坂
見

綾
香

優

秀

賞　

斉
須　

彩
音

入

選

和
田

一
花

永
守

乃
愛

平
松
あ
す
か

◎
小
学
2
年
生
の
部

最
優
秀
賞　

木
村
那
々
美

　

優

秀

賞　

森
山　
　

学

　

入　
　

選　

堤　
　

ゆ
な　

留
田　

陽
和

長
田　

蒼
子

◎
小
学
3
年
生
の
部

最
優
秀
賞

南

愛
音

優

秀

賞

伊
藤

萌

入

選

人
見
紗
有
里

沼
田

莉
子

平
川

菜
々

◎
小
学
４
年
生
の
部

最
優
秀
賞

八
木
沼
友
理

優

秀

賞

早
坂

彩
羽

入

選

野
崎

泉

川
﨑

愛
心

◎
小
学
５
年
生
の
部

最
優
秀
賞　

清
水　

陽
登

優

秀

賞　

輪
島　

朱
莉

　

入　
　

選　

新
津　

麻
帆　

久
保　

晃
大

八
倉
巻
乃
杏

◎
小
学
６
年
生
の
部

最
優
秀
賞　

新
津　

里
佳

優

秀

賞　

及
川　

実
咲

　

入　
　

選　

大
嶌　

裕
貴　

青
木　

梨
奈

野
崎　
　

颯

◎
中
学
１
年
生
の
部

最
優
秀
賞　

優 

秀 

賞　

　

入　
　

選　

原
子　

吏
華　

塩
谷
あ
や
め

森　
　

仁
美

◎
中
学
2
年
生
の
部

最
優
秀
賞　

加
藤　

朋
樹

優

秀

賞　

菅
田
美
紗
希

　

入　
　

選　

勝
本
ほ
の
か　

丸
山　

倫
果

渡
部　

瞳
於

◎
中
学
3
年
生
の
部

最
優
秀
賞　

大
嶌　

結
衣

優

秀

賞　

久
米　

睦
子

　

入　
　

選　

岡
田　

光
稀　

仲
條　
　

恵

※
表
彰
式
は
、３
月
7
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

新

刊

案

内

●
一
般
書

絶
唱

湊

か
な
え

オ
ネ
ス
テ
ィ

石
田

衣
良

鼠
、
滝
に
打
た
れ
る

赤
川　

次
郎

教
団
Ｘ

中
村　

文
則

あ
な
た
は
、
誰
か
の
大
切
な
人

原
田
マ
ハ

自
滅

柴
田
よ
し
き

サ
ー
カ
ス
の
夜
に

小
川

糸

奴
隷
小
説

桐
野　

夏
生

賢
者
の
愛

山
田　

詠
美

ア
ン
ブ
ラ
ッ
セ

阿
刀
田

高

影
踏
み
鬼

－

新
撰
組
篠
原
泰
之
進
日
録

葉
室　
　

麟

千
春
の
婚
礼　

新
・
御
宿
か
わ
せ
み
５

平
岩

弓
枝

パ
ノ
ラ
ラ

柴
崎　

友
香

冷
蔵
庫
を
抱
き
し
め
て

荻
原

浩

小
説　

創
業
社
長
死
す

高
杉　
　

良

透
明
カ
メ
レ
オ
ン

道
尾　

秀
介

風
の
ベ
ー
コ
ン
サ
ン
ド

－

高
原
カ
フ
ェ
日
誌

柴
田
よ
し
き

月
光
の
ス
テ
ィ
グ
マ

中
川

七
里

ご
破
算
で
願
い
ま
し
て
は

－

み
と
や
・
お
瑛

仕
入
帖

梶　

よ
う
子

図
書
館
の
魔
女　

烏
の
伝
言

高
田

大
介

善
き
女
の
愛

ア
リ
ス
・
マ
ン
ロ
ー

ひ
ら
め
き
！
食
べ
も
の
加
工

岡
本

靖
史

ア
レ
ル
ギ
ー
っ
子
の
ご
は
ん
と
お
や
つ

伊
藤　

浩
明

お
料
理
す
る
っ
て
楽
し
い
！
子
ど
も
ク
ッ
キ

ン
グ



恵
子

●
児
童
書

と
お
く
が
み
え
る
ね
、
ム
ー
ミ
ン
ト
ロ
ー
ル

ト
ー
ベ
・
ヤ
ン
ソ
ン

鳥
よ
め

あ
ま
ん
き
み
こ

ね
こ
ど
ん
な
か
お

村
上
し
い
こ

ね
こ
探
！

－

ね
こ
も
し
ゃ
べ
れ
ば
事
件
に
あ

た
る
の
巻

村
上
し
い
こ

そ
れ
い
け
！
ぼ
っ
こ
く
ん

富
安　

陽
子

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ひ
な
ち
ら
し野

村
た
か
あ
き

子
ヤ
ギ
が
う
ま
れ
た
よ
！

長
谷
川
知
子

ト
ロ
ル
と
に
ひ
き
の
い
た
ず
ら
こ
や
ぎ

松
居
ス
ー
ザ
ン

お
ぞ
う
に
く
ら
べ

宮
野　

聡
子

●
担
当
職
員
お
す
す
め
本

ペ
コ
ロ
ス
の
母
に
会
い
に
行
く

岡
野
雄
一

詳　
　

細　

図
書
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
25

－

３
１
８
８

図
書
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

新
入
学
お
め
で
と
う

動
物
化
石
博
物
館
情
報

勤
労
青
年
国
内
研
修

まだまだ多くの皆さん

に読まれています

　

平
成
27
年
度
新
た
に
小
学
校
へ
入
学
す
る

児
童
は
、
平
成
20
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
21

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
49
人
で
す
。

　

新
1
年
生
の
ご
家
庭
に
は
、
入
学
通
知
を

お
届
け
し
て
い
ま
す
が
、
不
明
な
点
な
ど
は

教
育
委
員
会
教
育
総
務
室
（
☎
25

－

３
１
８

８
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
平
成
27
年
２
月
末
日
現
在
・
敬
称
略
）

足
寄
小
学
校
（
42
人
）

　

青　

木　

宏　

怜　
　

赤　

間　

聡　

太

　

綾　

部　

侑　

吾　
　

安　

藤　

悠　

太

　

石　

澤　
　
　

翔　
　

石　

田　

孝　

汰

　

伊　

藤　

作
太
朗　
　

尾　

野　

啓　

介

　

上
屋
敷　

胤　

洵　
　

工　

藤　
　
　

廉

　

齋　

藤　
　
　

奏　
　

清　

水　

伊　

織

　

智　

和　

洋　

明　
　

堂　

田　

翔　

愛

　

野
々
村　

悠　

哉　
　

原　

田　

新　

大

　

松　

井　

礼　

央　
　

向　

井　

大　

翔

　

山　

中　

泰　

佑　
　

　

村　

蓮　

音

　

青　

木　

蒼　

空　
　

石　

崎　

美　

桜

　

伊　

藤　

詩　

乃　
　

尾　

野　

心　

咲

　

小　

原　

美
沙
希　
　

坂　

見　
　
　

悠

　

佐　

藤　
　
　

楓　
　

佐　

藤　

佳
葉
子

　

宍　

戸　

悠　

楠　
　

菅　

田　

紗
里
奈

　

瀬　

下　

花　

恋　
　

髙　

橋　

未　

希

　

田　

中　

諒　

香　
　

中　

鉢　

香　

好

　

　

田　
　
　

鈴　
　

堤　
　
　

の　

な

　

仁　

木　

柚　

花　
　

畑　
　
　

香
帆
美

　

原　

子　

禮　

杏　
　

松　

井　

亜
里
沙

　

松　

井　

柚　

唯　
　

眞　

鍋　

楓　

夏

螺
湾
小
学
校
（
３
人
）

　

野　

崎　
　
　

悠　
　

木　

村　
　
　

光

　

沼　

田　

悠　

子

大
誉
地
小
学
校
（
１
人
）

　

佐　

藤　

美　

羽

芽
登
小
学
校
（
３
人
）

　

北　

野　

の
ど
か　
　

田　

中　

愛　

子

　

新　

津　

綺　

心

お
知
ら
せ

　

教
育
的
配
慮
を
必
要
と
す
る
児
童
を
対
象

に
、
教
育
委
員
会
が
認
め
た
場
合
に
限
り
、

就
学
指
定
校
を
変
更
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

教
育
委
員
会
教
育
総
務
室
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

勤
労
青
年
を
道
外
に
派
遣
し
、
研
修
を
通

じ
て
広
い
視
野
と
地
域
活
動
へ
の
意
識
高
揚

の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
、
実
践
力
の
あ
る
青

年
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

平
成
26
年
度
足
寄
町
勤
労
青
年
国
内
研
修
事

業
を
、
２
月
４
日
か
ら
９
日
の
６
日
間
の
日

程
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
、
根
本
和
也
さ
ん

（
団
長
）、

新
津
則
之
さ
ん

、
石
黒
章
裕
さ
ん

、
江
田
美
伊
奈

さ
ん

、
増
田
早
也
香
さ
ん

の
５
人
。
研
修
地
は
福

岡
市
、
熊
本
市
で
、
九
州
大
学
で
講
義
を
受

講
し
た
り
、
熊
本
城
な
ど
の
史
跡
を
見
学
し

た
り
す
る
な
ど
貴
重
な
経
験
を
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
の
経
験
が
、
今
後
の
青
年
活
動
に

生
か
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

児
玉　

唯
利
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力
す
れ
ば
必
ず
結
果
が
つ
い
て
く

る
も
の
。
で
も
、
そ
れ
は
長
い
間

続
け
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

　

小
中
学
校
の
こ
ろ
と
は
違
い
、
高
校
で

は
練
習
方
法
や
ど
う
す
れ
ば
タ
イ
ム
が
伸

び
る
か
を
自
分
で
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
、

だ
か
ら
結
果
が
出
な
い
と
『
こ
の
ま
ま
続

け
て
も
意
味
が
あ
る
の
か
』
と
悩
み
、
ス

ケ
ー
ト
を
や
め
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

　

で
も
、
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
支
え
て
く
れ

た
両
親
の
期
待
に
応
え
よ
う
と
続
け
て
き

た
か
ら
こ
そ
、
今
の
自
分
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

高
校
生
活
最
後
の
年
な
の
で
、
悔
い
を

残
さ
な
い
よ
う
、
夏
場
か
ら
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
積
み
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
自
信
を

ケ
ー
ト
は
個
人
競
技
の
イ
メ
ー
ジ

が
強
い
で
す
が
、
リ
レ
ー
や
パ
シ

ュ
ー
ト
と
い
っ
た
団
体
種
目
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
練
習
や
大
会
の
と
き
な
ど
、
仲

間
が
声
を
掛
け
て
く
れ
た
り
、
応
援
し
て

く
れ
た
り
す
る
の
で
、
頑
張
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
続
け
て
き
て
感
じ
る
の
は
、

ス
ケ
ー
ト
は
仲
間
の
存
在
が
と
て
も
大
き

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

高
校
で
は
、
食
事
量
の
調
整
や
練

習
方
法
な
ど
自
分
で
考
え
工
夫
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
試

行
錯
誤
を
重
ね
た
日
々
。
本
当
に
充

実
し
た
３
年
間
で
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
自
分
な
り
に

良
い
滑
り
が
で
き
た
の
で
す
が
、
全

道
大
会
の
時
と
比
べ
タ
イ
ム
を
縮
め

持
っ
て
レ
ー
ス
に
臨
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。結
果
、

屋
外
リ
ン
ク
で
の
自
己
ベ

ス
ト
を
出
す
こ
と
が
で
き

て
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。

　

４
月
か
ら
は
、
琴
子
と

一
緒
に
山
梨
学
院
大
学
で

ス
ケ
ー
ト
を
続
け
ま
す
。

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
自
己
ベ
ス
ト
を
更

新
で
き
な
か
っ
た
し
、
１

５
０
０
ｍ
で
一
番
の
ラ
イ

バ
ル
に
負
け
た
こ
と
が
悔

し
く
て
、
大
学
で
も
ス
ケ

ー
ト
を
続
け
よ
う
と
決
め

ま
し
た
。
絶
対
に
こ
の
悔

し
さ
を
晴
ら
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
い
つ

か
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場

し
た
い
で
す
。

　

実
家
は
農
家
で
、
大
豆

を
使
っ
た
豆
腐
や
お
か
ら

も
作
っ
て
い
ま
す
。
大
学

で
は
６
次
産
業
化
に
つ
い

て
学
び
、
将
来
、
農
業
を

継
ぎ
た
い
で
す
。

夢
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

出
場
。
今
ま
で
多
く

の
方
に
お
世
話
に
な

っ
た
の
で
、
将
来
は

役
場
に
入
り
、
恩
返

し
を
し
た
い
。
そ
し

て
、
子
ど
も
た
ち
に

ス
ケ
ー
ト
を
教
え
る

の
が
私
の
夢
で
す
。

「スケートは自分自信を成長させてくれたもの」

「スケートは将来への視野を広げてくれるもの」

努

ス

帯広三条高等学校３年

原　茉畝さ
ん

Maho Hara

インターハイ女子500ｍで５位入賞

帯広農業高等学校３年

川上 琴子さ
ん

Kotoko Kawakami

インターハイ女子3000ｍで６位入賞

１月21日から25日に山形県で行われた

第64回全国高等学校スピードスケート選手権大会。

全国から強豪が集う大会で

そろって入賞を果たした足寄出身の女子高生２人に

スケートへの思いや将来の夢をお聞きしました。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
も
っ
と
便
利
に
！

フ
リ
ー
Ｗ
ｉ

-

Ｆ
ｉ
ス
ポ
ッ
ト
を
整
備
し
ま
し
た

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

入
所
要
件
が
変
わ
り
ま
す

　

町
外
か
ら
の
観
光
客
の
増
加
や
近
年
の
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
急
速
な
普
及

を
受
け
、
町
で
は
、
誰
で
も
〝
無
料
で
利
用

で
き
る
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ

-

Ｆ
ｉ
）〟
を
町
内
２
カ
所
に
整
備
し
ま
し
た
。

　

フ
リ
ー
Ｗ
ｉ

-

Ｆ
ｉ
ス
ポ
ッ
ト
で
は
、
お

手
持
ち
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
機
能
（
Ｗ
ｉ

-

Ｆ
ｉ
）

を
搭
載
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
、
パ
ソ
コ
ン
等
の
機
器
を
使
っ
て
、

無
料
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
Ｗ
ｉ

-

Ｆ
ｉ
（
ワ
イ
フ
ァ
イ
）
っ
て
？

　

ケ
ー
ブ
ル
な
し
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接

続
す
る
こ
と
が
で
き
、
電
波
が
届
く
範
囲
で

あ
れ
ば
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
な
ど
で
、
ど
こ
で
も
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
通
信
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
よ
り
、
平
成

27
年
４
月
か
ら
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に

入
所
で
き
る
方
は
、
原
則
、
要
介
護
３
以
上

と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
要
介
護
１
・
２
の
方
で
も
「
や

む
を
得
な
い
事
情
」
で
在
宅
等
で
の
生
活
が

著
し
く
困
難
な
場
合
は
、
特
例
で
入
所
を
認

め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
27
年
３
月
末
ま
で
に
入
所
し

て
い
る
要
介
護
１
・
２
の
方
は
引
き
続
き
入

所
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳　

細　

町
立
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

�

☎
25

－

３
３
５
５

■
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ

-

Ｆ
ｉ
ス
ポ
ッ
ト
設
置
場
所

・
あ
し
ょ
ろ
銀
河
ホ
ー
ル
21

・
足
寄
町
役
場

※
設
置
場
所
内
で
も
電
波
の
届
き
に
く
い
場

所
が
あ
り
、
ま
た
、
ご
利
用
の
機
器
に
よ

っ
て
は
元
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
環
境

に
自
動
的
に
切
り
替
わ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ

-
Ｆ
ｉ
ス
ポ
ッ
ト
接
続
方
法

　

ワ
イ
ヤ
レ
ス（
無
線
）機
能
を
『
有
効
』
に

設
定
の
上
、Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
『ashoro _tow

n _w
ifi

』

を
検
索
し
、
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ど
な
た
で
も
快
適
に
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
、
暗
号
化
機
能
（
Ｗ
Ｅ
Ｐ
等
）

は
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
。

※
足
寄
町
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ

-

Ｆ
ｉ
ス
ポ
ッ
ト
を

利
用
す
る
場
合
に
は
、
お
手
持
ち
の
画
面

に
表
示
、
あ
る
い
は
『
足
寄
町
フ
リ
ー
Ｗ

ｉ

-

Ｆ
ｉ
ス
ポ
ッ
ト
マ
ー
ク
』
の
そ
ば
に

掲
示
し
て
い
る
利
用
規
約
に
同
意
の
上
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

役
場
総
務
課
企
画
財
政
室

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
１
１

このマークが目印です！

町立特別養護老人ホーム

特
例
入
所
の
要
件
（
や
む
を
得
な
い
事
情
）

●
認
知
症
に
よ
り
、
日
常
生
活
に
支
障

を
き
た
す
よ
う
な
症
状
や
行
動
、
意

思
疎
通
の
困
難
さ
が
頻
繁
に
み
ら
れ

る
場
合

●
知
的
障
が
い
や
精
神
障
が
い
等
を
伴

い
、
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
よ

う
な
症
状
や
行
動
、
意
思
疎
通
の
困

難
さ
が
頻
繁
に
み
ら
れ
る
場
合

●
家
族
等
に
よ
る
深
刻
な
虐
待
が
疑
わ

れ
る
こ
と
等
に
よ
り
、
心
身
の
安
全
・

安
心
の
確
保
が
困
難
な
場
合

●
単
身
世
帯
あ
る
い
は
同
居
家
族
が
高

齢
や
病
弱
で
、
か
つ
地
域
の
サ
ー
ビ

ス
供
給
が
不
十
分
な
た
め
在
宅
で
の

介
護
・
生
活
支
援
が
困
難
な
場
合
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ミセス ユミ子の

消費生活Ｑ＆Ａ

髙安ユミ子消費生活相談員

第
28
回

　

自
宅
に
い
な
が
ら
商
品
を
探
す
、
商
品
が

届
く
と
い
っ
た
便
利
な
「
通
信
販
売
」
を
、

皆
さ
ん
も
一
度
は
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
、
そ
ん
な
「
通
信
販
売
」
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
や
注
意
点
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

通
信
販
売
の
定
義

　

通
信
販
売
と
は
、
販
売
業
者
と
対
面
す
る

こ
と
な
く
、
郵
便
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
等
の
通
信

手
段
だ
け
を
用
い
て
、
消
費
者
が
商
品
の
申

し
込
み
を
行
う
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
事
業
者
に
よ
る
『
不
意
打
ち
性
』

が
無
い
た
め
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
（
無
条

件
解
約
）
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

通
信
販
売
は
、
カ
タ
ロ
グ
や
テ
レ
ビ
、
新

聞
広
告
、
折
り
込
み
チ
ラ
シ
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
媒
体
を
使
っ
て
行
わ
れ
る
た
め
、
事
業
者

は
唯
一
の
情
報
源
で
あ
る
〝
広
告
〟
に
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
言
葉
や
、
興
味

を
抱
く
よ
う
な
画
面
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

通
信
販
売
で
買
い
物
を
す
る
と
き
は
『
商

品
が
届
か
な
い
』『
不
良
品
が
届
い
た
』
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
合
に
備
え
て
、
返
品
に

関
す
る
事
項
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

《
返
品
が
で
き
な
い
事
例
》

　

家
電
量
販
店
の
カ
タ
ロ
グ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

で
、
携
帯
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
購
入
し
た
。

カ
タ
ロ
グ
の
商
品
の
脇
に
「
原
則
１
週
間
以

内
は
返
品
可
（
詳
し
く
は
○
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
が
、
そ

の
ペ
ー
ジ
は
見
な
か
っ
た
。
商
品
到
着
後
、

す
ぐ
に
開
封
し
て
使
っ
た
が
、
家
族
が
す
で

に
同
じ
商
品
を
購
入
し
て
い
た
の
で
返
品
を

求
め
た
と
こ
ろ
、
○
ペ
ー
ジ
に
「
通
電
後
は

返
品
で
き
な
い
」
と
の
注
意
表
示
を
し
て
い

る
と
し
て
拒
絶
さ
れ
た
。

　

カ
タ
ロ
グ
等
で
「
ご
利
用
ガ
イ
ド
」
な
ど

と
し
て
、
全
て
の
商
品
に
適
用
さ
れ
る
共
通

の
ル
ー
ル
を
別
の
ペ
ー
ジ
で
一
括
し
て
表
示

し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
返
品
特
約

も
こ
の
よ
う
な
表
示
で
良
い
場
合
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

返
品
が
で
き
る
場
合

　

な
お
、
販
売
業
者
は
契
約
通
り
の
商
品
を

引
き
渡
す
義
務
を
負
っ
て
い
る
た
め
、
返
品

特
約
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
商
品
の
品
質

に
問
題
が
あ
る
場
合
や
注
文
し
た
も
の
と
異

な
る
商
品
が
届
い
た
場
合
に
は
、
修
理
や
交

換
、
返
品
な
ど
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
品
質
に
問
題
が
あ
る
場
合
は
〇
日
以
内
に

限
り
返
品
で
き
る
」
等
の
表
示
が
あ
っ
て
も
、

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
指
定
さ
れ
た
期
間
を

過
ぎ
て
も
返
品
が
可
能
で
す
。

　

た
だ
し
、
届
い
た
と
き
に
す
で
に
商
品
が

壊
れ
て
い
た
場
合
な
ど
は
、
そ
の
状
況
を
消

費
者
自
ら
が
証
明
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

す
ぐ
に
販
売
業
者
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

消
費
生
活
相
談
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

①
返
品
で
き
る
商
品
な
の
か
を
確
認
～
食
品

や
オ
ー
ダ
ー
品
な
ど
は
一
般
的
に
不
可

②
業
者
側
が
指
定
す
る
返
品
期
日
～
８
日
以

内
と
は
限
ら
な
い

③
返
品
に
係
る
送
料
負
担
の
有
無

④
使
用
制
限
～
使
用
後
・
通
電
後
は
返
品
不

可
な
ど 

　

こ
れ
ら
の
表
示
が
無
い
場
合
は
、
商
品
到

着
後
８
日
以
内
に
送
料
自
己
負
担
で
の
返
品

が
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
返
品
不
可
と
表
示

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
返
品
で
き
ま
せ
ん
。

知
っ
て
い
ま
す
か
？

通
信
販
売
に
つ
い
て
の
〝
お
さ
ら
い
〟

事
業
者
か
ら
電
話
が
き
て
申
し
込
み

を
し
た
場
合
は
、
通
信
販
売
に
当
た

　
　
　

る
？

い
い
え
。〝
電
話
勧
誘
販
売
〟
に
当

た
り
ま
す
。

通
信
販
売
に
も
契
約
書
は
必
要
？

い
い
え
。
通
信
販
売
の
場
合
、
書
面

交
付
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
商
品

の
注
文
を
し
た
場
合
、
注
文
を
承
諾

し
た
メ
ー
ル
は
返
送
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
も
し
、
注
文
承
諾
メ
ー

ル
が
届
か
な
い
場
合
は
、
注
文
が
届

い
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
も

通
信
販
売
な
の
？

い
い
え
。
通
常
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
個

人
間
の
や
り
取
り
で
す
の
で
通
信
販

売
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳　

細

　

足
寄
町
消
費
生
活
相
談
所
（
南
６

－

２
）

�

☎
28

－

０
５
８
５

　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
２
２

カ
ラ
マ
ツ
は
足
寄

に
お
け
る
最
も

重
要
な
人
工
林
資
源
で
、

戦
後
、
主
に
ミ
ズ
ナ
ラ

林
の
伐
採
跡
地
に
大
規

た
こ
と
に
加
え
て
、
そ

の
欠
点
を
克
服
す
る
よ

う
な
人
工
乾
燥
技
術
が

開
発
さ
れ
て
き
た
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
従
来
は

模
に
植
栽
さ
れ
ま
し
た
。
カ
ラ
マ
ツ

材
の
値
段
は
、
本
州
の
ス
ギ
や
ヒ
ノ

キ
と
比
較
す
る
と
大
幅
に
安
か
っ
た

た
め
、
あ
ま
り
丁
寧
な
育
林
作
業
は

行
わ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
近

年
、
そ
の
利
用
価
値
が
相
対
的
に
高

ま
り
、
本
州
の
ス
ギ
と
同
等
か
そ
れ

以
上
の
価
格
で
取
引
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
カ
ラ
マ
ツ
材
の
価
値

が
高
ま
っ
て
き
た
理
由
は
、
カ
ラ
マ

ツ
が
元
々
優
れ
た
特
徴
を
持
っ
て
い

詳　

細　

九
州
大
学
北
海
道
演
習
林

�

☎
25

－

２
６
０
８

第96回『カラマツ材の価値』
（九州大学北海道演習林林長　久米篤）

九州大学北海道演習林のカラマツ林での実習風景

パ
レ
ッ
ト
や
梱
包
材
へ
の
利
用
が
中

心
で
し
た
が
、
近
年
は
合
板
や
集
成

材
、
さ
ら
に
は
公
共
建
築
物
や
一
般

住
宅
の
構
造
材
に
向
け
た
利
用
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
資
源
の
利
用
価
値

を
高
め
る
に
は
、
人
の
側
の
技
術
開

発
が
重
要
で
あ
る
こ
と
の
良
い
例
で

す
。

納
め
忘
れ
が
あ
る
方
は
『
後
納
制
度
』
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

み
ん
な
の
国
民
年
金

　

後
納
制
度
と
は
、
時
効
で
納
め
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、

平
成
24
年
10
月
か
ら
平
成
27
年
９
月
ま
で
の

３
年
間
に
限
り
、
過
去
10
年
分
ま
で
納
め
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

■
後
納
制
度
で
２
年
以
上
前
の
保
険
料
を

　

納
め
る
メ
リ
ッ
ト

・
年
金
の
受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

・
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
増
え
ま
す
。

■
後
納
制
度
を
利
用
で
き
る
方

①
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
で
、
10
年
以
内

に
納
め
忘
れ
の
期
間
（
納
付
・
免
除
以
外
）

や
未
加
入
期
間
が
あ
る
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
①
の
期
間

の
他
、
任
意
加
入
中
に
納
め
忘
れ
の
期
間

が
あ
る
方

③
65
歳
以
上
の
方
で
、
年
金
受
給
資
格
が
な

く
任
意
加
入
中
の
方
な
ど

※
60
歳
以
上
で
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取

っ
て
い
る
方
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み
の
際
の
注
意
事
項

・
過
去
３
年
度
（
平
成
23
年
度
）
以
前
の
後

納
保
険
料
に
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
加

算
額
が
付
き
ま
す
。

・
後
納
制
度
を
利
用
の
際
は
、
後
納
が
可
能

な
期
間
の
う
ち
、
最
も
古
い
期
間
か
ら
納

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
申
し
込
み
後
に
審
査
を
行
い
、
そ
の
結
果

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
審
査
に
は

時
間
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

期
限
に
余
裕
を
持
っ
て
早
目
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

・
利
用
期
間
は
、
平
成
27
年
９
月
ま
で
で
す
。

・
保
険
料
は
１
カ
月
分
か
ら
納
付
で
き
ま
す
。

・
一
部
免
除
さ
れ
た
期
間
の
う
ち
、
未
納
と

な
っ
て
い
る
期
間
も
後
納
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

詳　

細

　

帯
広
年
金
事
務
所

�

☎
０
１
５
５

－

25

－

８
１
１
３

　

役
場
住
民
課
住
民
室
戸
籍
年
金
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
１
１

QQQ AAA
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上下水道の使用についての
お知らせ

水質検査計画の
閲覧について

固定資産（土地・家屋）の
評価替えについて

　次のようなときは、事前に役場

建設課上下水道室まで届け出くだ

さい。

・転入、転出、転居のとき

・１カ月以上、上下水道を使用し

ないとき

・上下水道の使用者が変わるとき

・上下水道の用途が変わるとき

　（家事用から業務用への変更等）

・上下水道を再び使用するとき

・上下水道料金の請求先または納

入方法が変わるとき

・家を取り壊して上下水道を廃止

するとき

詳　細� 役場建設課上下水道室

� 上下水道業務担当

� ☎２５－２１４１内線３５５

　平成27年度水質検査計画を公表

しています。

　町では皆さんに安全でおいしい

水を飲んでいただくために定期的

に水質検査を行っています。水質

検査の項目、採水場所、頻度など

をまとめたものが水質検査計画で

す。

閲覧時間

　午前８時35分－午後５時５分

※土曜日、日曜日、祝日を除きま

す。

閲覧場所・詳細

� 役場建設課上下水道室

� 上下水道工務担当

� ☎２５－２１４１内線３５６

　固定資産（土地・家屋）の評価

額は原則として３年に一度見直す

こととなっており、平成27年度は

評価額を見直す評価替えの年度（基

準年度）です。

　評価替え後の価格については、

土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧

（４月１日から５月25日まで）お

よび固定資産台帳の閲覧（４月１

日から随時可能）により確認する

ことができます。

　縦覧および閲覧方法については

４月のくらしのカレンダーに掲載

しますのでご参照ください。

詳　細

� 役場住民課税務室課税担当

� ☎２５－２１４１内線２３３

受験資格

・昭和60年４月２日から平成６年４月１日生まれの方

・平成６年４月２日以降生まれで次の条件を満たす方

　①大学を卒業または平成28年３月までに大学を卒業見込みの方

　②人事院が①と同等の資格があると認める方

受付期間　インターネット　４月１日㈬－13日㈪
　　　　　郵送または持参　４月１日㈬－２日㈭（通信日付印有効）

一次試験　６月７日㈰
申し込み専用ホームページ　http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
申込先・詳細� 〒０６０－８５６６　札幌市北区北８条西２丁目１番１

� 札幌第一合同庁舎９階北海道労働局総務部総務課

� ☎０１１－７０９－２３１１内線３５１１

申し込み専用ホームページ　http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
※試験場所、受験資格などについては、お問い合わせください。

詳　　細　人事院北海道事務局　☎０１１－２４１－１２４８

日　　時　４月19日㈰　受　付　午前９時

　　　　　　　　　　　開会式　午前９時30分

集合場所　本別公園駐車場前芝生広場

区　　分　小学生男・女、中学生男・女、高校

生男・女、一般男・女、壮年男子、壮年（50

歳以上）

参 加 料　一　　　般　１，５００円

　　　　　小・中・高校生　５００円

※参加料は郵便小為替または現金書留で、申し

込みと同時に郵送してください。

申込期限　４月９日㈭必着

申込先・詳細

� 〒０８９－３３３４　本別町北５丁目８－９

� 本別陸上クラブ事務局　篠原順彦

� ☎０９０－５９８６－９２４０

第27回日産カップ
オールジャパンパッチ選手権大会 in陸別

第29回ほんべつ公園
クロスカントリー大会

　大人のためのパッチ（メンコ）の大会です。

「もう一度あのころの腕を振るいたい」そう思

っているあなた！ぜひご参加ください。

日　　時　３月15日㈰　午前10時－

場　　所　陸別町タウンホール

参加資格　20歳以上の男女

参 加 料　１，７００円

参加申し込み　電話で先着96人

申し込み・詳細

� 陸別町役場産業振興課内大会事務局

� ☎２７－２１４１内線１３５

善意のご寄附・ご寄贈
ありがとうございます

町へ

・加藤恵美子さ
ん（本別町）か

ら高齢者福祉のために

� ５万円

障害者雇用納付金制度の
対象事業主が拡大されます

石綿による疾病で
お困りの方へ

　平成27年４月から、障害者雇用

納付金制度対象事業主が拡大され、

雇用している労働者数が１００人

以上２００人以下の事業主も納付

金の申告が必要になりました。

詳　細� 北海道高齢・障害者

� 雇用支援センター

� ☎０１１－６２２－３３５１

　石綿ばく露作業に従事していた

ことが原因で中皮腫や肺がんなど

を発症したと認められる場合、労

災保険法に基づく各種の労災保険

給付や石綿救済法に基づく特別遺

族給付金が支給されます。

　石綿による疾病は、石綿を吸っ

てから長い年月を経て発症するこ

とが特徴です。

　中皮腫などで亡くなった方が過

去に石綿業務に従事されていた場

合には、労災保険給付等の支給対

象となる可能性がありますので、

まずはご相談ください。

詳　細� 北海道労働局労働基準部

� 労災補償課

� ☎０１１－７０９－２３１１

募　　集 お知らせ
自衛隊幹部候補生募集

労働基準監督官採用試験

国家公務員採用試験

自衛隊帯広地方協力本部ホームページ　http://www.mod.go.jp/pco/obihiro/
詳　　細　自衛隊帯広募集案内所　☎０１５５－２３－８７１８

募 集 種 目 応 募 資 格 受付期限 試　験　日

一般幹部候補生
平成28年４月１日現在
22歳以上26歳未満

5月１日㈮

１次　５月16日㈯
　　　　　17日㈰

歯科幹部候補生
平成28年４月１日現在
20歳以上30歳未満

１次　５月16日㈯
薬剤科幹部候補生

平成28年４月１日現在
20歳以上28歳未満

試 験 名 受　付　期　間 一次試験日

総合職
（院卒者）

【インターネット】４月１日㈬－８日㈬ ５月24日㈰
総合職

（大卒程度）

一般職
（大卒程度）

【インターネット】４月９日㈭－20日㈪ ６月14日㈰

一般職
（高卒者）

【インターネット】６月22日㈪－７月１日㈬
【郵送または持参】６月22日㈪－24㈬ ９月６日㈰
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☆１カ月以上経った今でも、たくさん

の方から「大丈夫だった？」と声を

掛けていただくので、私事で恐縮で

すが紙面を借りてご報告いたします。

☆それは「町民スケート大会」を取材

しているときのこと。往年の名選手

たちの滑りに夢中でシャッターを切

っていると、Ｗ杯１００ｍ元王者が

転倒し、なぜか私の元へ。なんと激

突してしまいました！でも、ちょっ

と腫れた程度でしたので、ご心配に

は及びません。

☆私としては『元王者と激突した広報

担当』として有名になったのでかえ

ってラッキーです！

福
ふく

田
だ

　桃
もも

子
こ

ち
  ゃ
   ん

� （平成25年３月18日生まれ）

　アンパンマンとノンタンが大

好きな末っ子のももちゃん。負

けず嫌いでお兄ちゃんと毎日け

んかしていますが本当は優しい

女の子。思いやりのある子に育

ってね。� 知征・淳子さ
んの子

� （南６条７丁目）
髙
たか

橋
はし

　果
か

穏
おん

ち
  ゃ
   ん

� （平成25年３月18日生まれ）

　アニメを見るのが好きですが、

妹のことは更に大好き。寝る時

も妹がいないと名前を呼んで探

します。二人仲良く健康で穏や

かな子になってね。

� 健太・悠理亜さ
んの子

� （中矢）

塚
つか

田
だ

　　柚
ゆず

ち
  ゃ
   ん

� （平成25年３月14日生まれ）

　お姉ちゃんとけんかしながら

も、毎日一緒に遊んだり踊った

りしてパパとママを笑わせてく

れるね。わがままで甘えん坊だ

けれど、これからも姉妹仲良く

遊んでね。� 強・美亜さ
んの子

� （郊南１丁目）

今月の表紙

　２月１日に行われた「ネイパル足寄ほっと

ＨＯＴ感謝デー」でのスナップです。

� （⇒６ページ）　

ひとのうごき
２月末の住民基本台帳

人　口　　７，３２９　人　（－24)

　男　　　３，５３６　人　（－10)

　女　　　３，７９３　人　（－14)

世　帯　　３，５５７世帯（－９)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。




